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第 1 奄美海丘における調査結果について＊ 

The Submarine Volcano in Daiichi-Amami Knoll 
海上保安庁 

Japan Coast Guard 

 

海上保安庁は、平成 25 年５月及び８月に海上保安庁所属測量船「拓洋」（総トン数 2,400 トン）により

奄美大島北西海域の海底地形調査を行い、第１奄美海丘（図１：最浅水深 245m）が、カルデラ、中央火口

丘を持つ火山性の高まりであることと、中央火口丘の中に２つの火口状の凹地（周囲からの深さ約 40ｍ）

も発見した（図２）。 

平成 25 年９月に測量船「拓洋」から自律型潜水調査機器（AUV、愛称「ごんどう」）を潜航させ、海底上

40～50ｍで調査を行い、凹地内の微細な地形を捉えることができた（図３）。また、火口状の凹地から熱水・

ガスの湧出を示唆する音響画像を得ることができた（図４）。この凹地に、測量船「拓洋」から投下式水温

計で水温を計測したところ、海底付近において温度差 2℃を超える水温の上昇を確認した（図５）。 

これらの結果から第１奄美海丘に熱水活動が存在する可能性が極めて高いことが分かった。 

 

図１ 第１奄美海丘の位置 

Fig.1 Location Map of Daiichi-Amami Knoll 

＊  2013 年 11 月 22 日受付 
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図２ 測量船「拓洋」によって明らかにされた第１奄美海丘の海底地形 

上：平面図、下：鳥瞰図（等深線は１０ｍ間隔） 

鳥瞰図は南西方向から俯瞰。高さ方向を５倍に強調 

Fig.2  Bird's-eye view of Daiichi-Amami Knoll 
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    AUV「ごんどう」で取得した海底地形 

    （海底上４０ｍより取得） 

測量船「拓洋」で取得した海底地形 

（海面付近より取得） 

 

図 3 火口状の凹地において AUV「ごんどう」で取得した詳細な海底地形 

図内の A, B, C, D は図 4内の範囲と対応している。比較のため測量船「拓洋」で取得した海底地形を掲載 

Fig.3  Detailed of sea bottom by AUV “GONDO”
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図 4 火口状の凹地からの熱水・ガスの湧出を示唆する画像（青色破線部分） 

（AUV「ごんどう」によって取得したデータ） 

Fig.4 The gush of the hot water and gas from a crater-like depression contour 
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